
 

 

光が丘地区の公共施設再編に向けたオープンハウスの開催等について 

 
光が丘地区の公共施設再編に向けて、今後、閉校することになる青葉小学校

の学校跡施設の利活用にかかる構想につなげていくため、令和３年度に市民対

話ワークショップの取組を実施したところです。 
この取組について、広く地域住民の方に知っていただくとともに、学校跡施

設の利活用に関する意見やアイデアなどを募集するため、近隣施設の一角にお

いてパネル等を用いたオープンハウス型説明会（以下「オープンハウス」とい

う。）の開催や、ＷＥＢアンケートを実施しますのでお知らせします。 
 
 

１ オープンハウス開催日程 

実施日 時間 場所 

令和４年４月 ９日（土） 
午前１０時 

～午後４時 

ユーコープ ミアクチーナ 

並木あおば店 

エントランス付近 

  〃 ４月１０日（日） 
光が丘公民館 

エントランス付近 

※荒天の場合、中止又は日程を変更する場合があります。 
 

２ ＷＥＢアンケートの実施 

相模原市ホームページにおいて、パネルの内容を掲載し、アンケートによる

意見を募集します。 

（１）実施期間 

４月９日（土）から４月１５日（金）までの間 

（２）アンケートサイト 

相模原市ＨＰ ＞ トップページ ＞ 中央区 ＞ 光が丘地区の公共施設再

編に向けた取り組み 

 

 

  

  

令和４年４月８日 

相模原市発表資料 

問い合わせ先 

担当 アセットマネジメント推進課 

電話 042-769-8257 



光が丘地区の特性と公共施設の状況

光が丘地区の公共施設再編に向けた
オープンハウスについて

 光が丘地区は、本市が内陸工業都市として発展を始めた昭和４０年代から急速に市街
化が進み、住宅中心の街並みが形成されてきました。

 また、村富相武台線沿いでは、沿道サービス型の土地利用が進んでいます。
 人口の増加とともに、住民相互の交流も進み、地域団体が協働して活発な活動が展開
されており、「ふるさとまつり」などのイベントも盛大に開催されています。

 光が丘地区の人口は、今後一貫して減少する見込みです。

出典︓2015年国勢調査に基づく相模原市の将来人口推計（平成30年3月）

☆人口減少・少子高齢化

☆光が丘地区の特性

令和４年４月９日発行

2020年

26,679人

2040年

22,088人

2020と比べて

約17%
減少見込み

2020と比べて

約33%
減少見込み

2060年

17,911人

光が丘・陽光台・並木・青葉小学校
小・中学校の児童生徒数の減少に伴う学習環境のあり方の検討を行い、
市教育委員会において、令和７年４月を目途に、青葉小学校を閉校し、
光が丘小学校、陽光台小学校、並木小学校に再編するという対応方針が
定められたところです。

療育センター陽光園、陽光台保育園など
子どもに関する公共施設の多くが築４０年以上を経過
しており、建て替えなどを検討する時期を迎えています。

今後、閉校することになる青葉小学校の学校跡施設は、
「避難所としても使える、子どもや地域の活動の場」

を基本とした利活用を検討していきます。

閉校後の
学校跡施設の
有効活用

学校再編の取組状況を踏ま
えながら、将来を見据えた検
討を始めていきます【取組の方向性】

［市の方針］
「療育センター陽光園」「陽光台保育園」で利活
用します。

［地域とともに考えていくこと］
地域課題や周辺公共施設の状況を踏まえ、「地域に
とって必要なサービス・機能」での利活用を検討します。

一体的
な活用

☆公共施設の状況

 年少人口は、今後一貫して減少するなど少子化が進行しています。
 高齢化率は、既に３１％を超えており、２０４３年には４０％となる見込みです。



ワークショップの実施

ワークショップのスケジュール・内容

☆今回のワークショップは、地域団体や関連団体からの推薦のほか、施設利用者、一般公募など、
様々な立場や世代の方に参加してもらいました。

☆全4回を開催し、参加者をA～Ｃの３グループに分け、グループワークを行いました。

東京都立大学 大学院生
相模原市職員（施設所管課等）

テーブルファシリテーター

東京都立大学都市環境学部
建築学科
助教 讃岐 亮氏

ファシリテーター

相模原市 経営監理課
こども・若者政策課

運営事務局

参加者の構成（１８）

光が丘地区まちづくり会議委員（４）

小学校ＰＴA連絡協議会（４）
光が丘公民館運営協議会（２）
子ども会育成連絡協議会（１）
青葉小学校避難所運営協議会（１）

学習環境のあり方検討協議会（１）

療育センター陽光園保護者（１）

公募市民（４）

東京都立大学のご協力をいただきながら、運営しました。

開催日 実施内容

第１回
（１１月２７日）

学校での思い出や、地域の魅力・課題の共有
学校での思い出や地域活動を共有して、地域の魅力
や課題を考えよう︕

第２回
（１２月１９日）

跡地活用のイメージ
施設を見て、既存ストックを使ってやりたいことな
どを考えよう︕

第３回
（１月１５日）

再編コンセプトや跡地活用の具体化
やりたいことなどをカタチにして、再編コンセプト
を考えよう︕

第４回
（３月２１日）

再編案のまとめ
実現に向けて、自分事としてアイデアなどを考えて
再編案をまとめよう︕

☆今後の学校跡施設の利活用の構想につながる、再編コンセプト、具体的な活用方策、アイデア
などを検討していただきました。



ワークショップの成果



ワークショップの成果

（発行）相模原市 アセットマネジメント推進課 電話︓042-769-8257 FAX︓042-769-9804

全体のロードマップ

※今後の検討状況等により、スケジュールは変更となる場合があります。

☆市民対話ワークショップなどの成果を踏まえ、基本構想などを策定し、実現に向けた取組を進めます。
☆学校の再編の進捗状況を踏まえながら、令和７年４月から実施設計などを行い、施設の利活用が
スムーズに行えるように事業を実施します。

再編の考え方、配置プランなどの検討 【４年程度】

基本
計画

実施
設計

建設
工事

実施設計・工事 【３年程度】
R7.4 目途

基本
構想

市民対話
ワークショップ

基本
設計

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７～

基本的な
考え方の共有

計画の具体化
～ 実現性を考慮 ～ 事業の実施

実施期間︓4月9日(土) ～ 4月15日(金)  
アンケート
サイト

WEBアンケート

︓相模原市ホームページ＞トップページ＞中央区
＞光が丘地区の公共施設再編に向けた取り組み

光が丘地区の公共施設再編に向け、市民対話ワークショップ
を開催し、学校跡施設の利活用について考えてきました。
地域にお住まいのより多くの皆さんにこの取組を知っていた
だき、意見やアイデアを募集しております。
WEBアンケートも実施していますのでご協力お願いします。

アンケートにご協力お願いいたします。


